
 

 

 

ずっといたくなる図書館 
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教授  本望  修 

多くの人は、子供のころから色々な図書館（図書室）に行った経験があると思い

ます。私も、小学校・中学校・高校の図書室、受験期には札幌市内の図書館にも   

通ったものでした。もちろん札医大に入学後は学内図書館に行き、医学系の多くの

本に圧倒されたものです。良いか悪いかは別にして、図書館にいる時は、どこか  

緊張してしまいます。多くの本に囲まれて、テンションも上がります。もちろん、

その緊張感をあえて求めて、図書館へ行って勉強したりもします。 

 しかし、そういった図書館への印象が根本から崩された経験をしましたので、  

是非、ご紹介したいと思います。私は、本学を卒業後、脳神経外科に入局し、最初

の２年間は大学病院や市立釧路総合病院で臨床を行い、３年目に大学院で研究を開始することになりまし

たが、本学を含め国内の研究室での基礎研究は一切行わず、いきなり、米国の Yale 大学へ留学して基礎

研究を開始しました。このため、私の研究活動の基盤は、米国で作られました。 

 Yale 大学では沢山のことを学び、私の研究活動の基本形ができて、おおきな財産となりました。研究に

対する基本姿勢、研究の考え方、研究費の獲得方法、研究遂行の仕方、論文の書き方、等々ですが、その

中でも最大のものは、“研究の面白さ“に気付かされてしまったことです。いわゆる、”はまって”しまった

わけです。私にとって研究とは“創造活動”です。“創造”する喜びをいったん知ってしまうと、もう抜け出

すことはできません。 

 そして、もう一つ、“はまって”しまったものが図書館でした。Yale 大学の図書館は、蔵書数は 1,100

万冊を超え、世界第 2 位です。グーテンベルクの聖書、中世の写本、希少価値のある地図、アメリカ独立

宣言の初版本、初期のアメリカの新聞に至るまで、世界中から集められた希少な書籍や手稿、歴史的価値

の高い資料が保存・展示されています。医学論文は、主なものはほぼ全てそろっています。 

 図書館の独特な建物の美しさにも魅了されました。外観は、白い大理石とガラスで構成されたゴシック

建築で随所に彫刻が施されており、内部は、昼間は自然光が内部に柔らかく差し込む設計となっています。

この独特なデザインは、建築家ゴードン・バンシャフトによるもので、建物自体が一つの芸術作品です。

本棚に近づけば点灯したり、さりげなく置かれている革製のソファにはどことなく高級感が漂っていたり

と、まるで別世界です。空間・照明・空調など、すべての環境がベストマッチしている特別な空間が作り

上げられています。個別の自習用デスクは、座り心地が良く、何時間でも座っていられます。この図書館

の中にいると、なぜか自然と、“真に学問をしたい”、という気持ちが溢れ出てきます。緊張感はなく、   

とてもリラックスした状態になり、“創造欲”が掻き立てられ、“いつまでもいたい！”、と思うようになり

ます。 

そして、図書館の周辺には Yale 大学の美しいキャンパスが広がってます。歴史的な建物や美しい庭園

など、学問の薫り高い環境が整っており、まさに“創造活動する場”が作られて大切に保存されています。

真の“豊かさ”とは、こういうことを言うのかもしれませんね。 
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使いやすく、便利になりました！

① お手持ちのデバイスから予約可◎
② 24時間予約操作が可能！

施設予約システムが新しくなり、より便利になりました！お手持ちの

スマホやパソコンから、いつでも予約できます。

図書館内の施設（セミナー室×2 / 研究個室×４）だけでなく、学内にある

施設の予約に利用できるシステムです。※ 要SAINSアカウント

館内の施設を利用する際は、必ず注意事項を確認のうえルールを守って

ご利用ください。

新施設予約システムは
こちらから

国試受験生が優先的に館内の座席を確保できる

「国試優先カゴ」を、今年度も実施します!!

国

試優
先カゴ

今年も実施

施設
予約システム リニューアルの

ご 案 内

●対象者：
・医学部６年生
・保健医療学部４年生
・専攻科生
・卒業生（国試受験者） 

●対象エリア：
・３,４階閲覧席 ※ PCのある席は除く

●実施期間：
2025年12月8日(月) ～国試終了日

●利用条件：
・１人１カゴの荷物（私物）を３日間座席

に置くことが可能
・貸出手続必須、何度でも利用可能

＊詳細は館内掲示ポスターをご確認ください

年

末
年始の予定

と

長期貸出

図書館は年末年始、次のとおり休館いたします。

また、冬季休業期間にあわせて、次のとおり長期
貸出を実施します。

【図書館HP 利用案内 セミナー室･研究個室の利用】

https://hamanasu.sapmed.ac.jp/
library/ja/seminarroom

利用サービス 内線: 24170／24180 Email: libserv@sapmed.ac.jp

12/26 27 28

4321/1313029

5

close17:00 close

●対 象 者 ：学部学生、専攻科生、大学院生
●対象資料：一般図書のみ

※ 製本雑誌は通常どおり３日間貸出
●貸出冊数：６冊以内（学部学生・専攻科生）

制限なし（大学院生）
●長期貸出開始日：2025年12月1日(月)
●返却期限：2026年１月13日(火)

close

9:00 open

https://yoyaku.sapmed.ac.jp/ss/
saml2/authenticate/trir

https://hamanasu.sapmed.ac.jp/library/ja/seminarroom
https://hamanasu.sapmed.ac.jp/library/ja/seminarroom
https://hamanasu.sapmed.ac.jp/library/ja/seminarroom




メールシステム更新のお知らせ 

 

令和 7年 8月 28 日にメールシステムの更新を行いました。それに伴い sapmed アドレスを

用いたメール送受信の方法が変更となっているため、ご注意ください。 

新しいメールシステムは、Microsoft 社のクラウドメール「Exchange Online」です。 

 

■主な変更点 

 ・オンプレミスからクラウドへ変更 

・Active!mail は廃止 

 ・メールの自動転送機能は廃止 

 ・容量は 1 人 1GB→20GB に 

 

■利用方法 

 ブラウザ版Outlook にサインインするか、各種メールソフトに登録可能。 

 詳細な利用方法は以下のページまたは右記バーコードより確認可能です。 

 https://web.sapmed.ac.jp/jp/tp7m6300000018z5.html 

 

■その他注意点 

 ・海外からメールへのアクセスは原則制限しています。別途申請を行うことで、指定の 

期間のみ海外での利用が可能となります。渡航予定のある方は事前にご確認ください。 

https://sapmedms.sharepoint.com/sites/x-sains-info/SitePages/abroad.aspx 

 

お問い合わせは以下の連絡先までお願いします。 

総務・システム係 内線: 22390/22490 Email: icccj@sapmed.ac.jp 

 

 

◆総合情報センターへのお問い合わせ先 

お問い合わせ内容 内 線 E-mail 照会先 

図書館の利用に関すること 24240 libserv@sapmed.ac.jp 利用サービス（カウンター） 

文献複写依頼に関すること 24250 illr@sapmed.ac.jp 利用サービス（カウンター） 

図書・雑誌に関すること 24230 book@sapmed.ac.jp 図書係 

札幌医学雑誌に関すること 24160 satuisi@sapmed.ac.jp 図書係 

メールアドレス、LAN への機器接続に関すること 22390 icccj@sapmed.ac.jp 総務・システム係 

図書館へのご意見・ご要望に関すること 24170 libserv@sapmed.ac.jp 利用サービス 
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